
 

製品へのクレーム・信頼性・安全性に不可欠な分析データ提供、 

複雑化、高度化する相談への対応 

表面改質分野においては、ナノインデンターを用いた微小領域の力学特性評価技術

並びに各種溶射皮膜の形成技術や評価技術に関する設備の開放、研究支援などを行

っています。また、これらに関する無料の技術相談、現地相談、企業支援研究にも幅広

く対応しています。 

ナノインデンターに関する研究では、皮膜の破壊靭性や残留応力を定量的に評価す

る技術の確立を目指しています。 

一方、溶射技術に関する研究としては、セラミックス溶射皮膜および金属溶射皮膜の

高機能化に取り組んでいます。また、次世代ステンレス溶射皮膜の開発として、溶射技

術と低温プラズマ処理を組み合わせることで、耐食性を損なうことなく、セラミックス

皮膜と同等の耐摩耗性を実現する新技術の開発を進めています。さらに、機械学習や

マテリアルズ・インフォマティクス（MI）を活用して、より高性能な表面改質技術の実現

を目指しています。 

 

○ナノインデンターを活用した技術支援 

近年、各種デバイスの小型化・高性能化が進む

中、それを構成する材料もますます微細化・複合

化しています。このような高度な材料の開発・評

価には、ナノ～マイクロスケールでの硬さや弾性

率を正確に測定できるナノインデンターが不可

欠です。 

当研究所では、一般的な硬さ・弾性率の評価に

加え、粘弾性評価も可能です。これにより、従来のナノインデンターでは、測定が難しか

った軟質な高分子材料の力学特性を把握できます。また、ナノスクラッチ試験を活用す

ることで、膜厚100 nm程度の極薄膜における密着性や、フィルムの耐傷つき性の評

価も可能です。さらに、加熱ステージを備えており、室温から最大600 ℃までの温度

依存性評価にも対応できます。これにより、幅広い材料の微小領域における力学特性

を、さまざまな指標を用いて、定量的に評価できます。当研究所は、これらの最先端技

術を活かし、企業のものづくりを支援しています。 

○溶射・低温プラズマ窒化処理に関する技術支援 

電気めっきなど他の表面改質技術に比べ、短時間で厚膜を形成できることから、溶

射皮膜を採用する事例が増加しています。一方、低温プラズマ窒化処理は、ステンレス

鋼の耐摩耗性を向上させる有効な手法として注目されています。当所では、これらの

技術を初めて導入する企業に対し技術支援を行っています。さらに、機械学習やマテ

リアルズ・インフォマティクス（MI）を活用したデータ駆動型の材料開発にも取り組んで

おり、より効率的で高性能な表面改質技術の実現に取り組んでいます。 

業務の紹介・・表面改質分野 

技術相談の動向・・グローバル化、複雑で高度化する課題 
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圧痕の観察像 
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こんな技術支援できます！  

 
 

■主要分析装置  
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■依頼試験・装置使用  

 ・ナノインデンター 

 ・超微小押し込み硬さ試験機 

 ・スクラッチ試験 

 ・金属とセラミックス材料の熱分析試験 

■現地相談・研究支援  

 ・溶射、低温プラズマ窒化処理 

 ・硬質膜、金属材料、セラミックス、高分子材料の表面における機

械的特性  

■業界団体との連携  

表面技術協会 

日本溶射学会 

 

■外部資金研究  

科研費 基盤研究(C) 2021 – 2025 

「低温プラズマ処理による二相ステンレス鋼複合造形物の高

機能化」 

 

 

設備機器を充実させ、様々な依頼試験・企業支援研究に対応します 

表面改質分野では、成膜装置（溶射、窒化などの装置）、薄膜評価（ナノインデンター、超微小押し込み硬さ試

験機、スクラッチ試験）を保有しており、表面に関わる様々な試験、研究開発の支援ができます。 また、企業の

皆さまの技術解決や開発課題に応えるため、企業支援研究、オーダーメード研修など技術者養成も行ってい

ます。 是非ご活用ください。 

プラズマ溶射装置 スクラッチ装置 

超微小押し込み硬さ試験機 示差熱天秤 熱膨張計 

 

ナノインデンター 


